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２０１６年１１月号 

本月報はルーマニアの報道をもとに、日本大使館がとりまとめたものです。 

平成２８年１２月９日 

在ルーマニア大使館作成 

 

Embassy of Japan in Romania 

http://www.ro.emb-japan.go.jp 

 

（AG：アジェルプレス通信、ZF：ズィアルル・フィナンチアル紙、NO：ナインオクロック紙） 

主要ニュース 

【内政】●１２月１１日の議会総選挙に向けた選挙戦が正式に開始された。 

【外政】●リガ（ラトビア）で開催された第５回中欧・中国首脳会合にチョロシュ首相が出席した。 

    ●トランプ次期米大統領の当選を受けて，ヨハニス大統領は書簡を発出し，米国との戦略的パートナー

シップ及びルーマニアが地域の安全保障に果たす役割の重要性を強調した。 

【経済】●１０日，２０１６年末のインフレ率予測は前回報告書での予想－０．４％から不変。２０１７年末 

     インフレ率を前回の２．０％から２．１％に上方修正。 

    ●１５日，２０１６年第３四半期のＧＤＰ成長率（推定値）は対前年同期比４．４％（季節調整前），及 

     び４．６％（季節調整後）。２０１６年１～９月のＧＤＰ成長率は４．９％(季節調整前)，４．８％(季   

     節調整後)。 

    ●２３日，政府は，第二回予算修正案を承認した。財政赤字目標はＧＤＰ比２．８％（キャッシュ方式），     

    ２．９５％（ＥＳＡ方式）で不変。 

    ●２５日，１０月末のルーマニアの財政収支は約１２億５，６８０万レイ（約２億８，０００万ユーロ）， 

     対ＧＤＰ比で０．１７％の赤字であったと発表。 

    ●３１日，１０月末の２００７年から２０１３年欧州基金執行率を８８．５９％と発表。 

【我が国との関係】●在ルーマニア日本大使館は１１月を「日本文化紹介月間」と銘打ち，ルーマニア各地で様  々

          な文化イベントを開催した。 

 

内政

■議会総選挙に向けた動き 

【主な動き】 

・２日，ＰＮＬ（国民自由党。中道右派）は，同党全

国評議会を開催し，議会総選挙後に同党が推薦する首

相候補をチョロシュ首相とすることを決定した。しか

し，同評議会後，チョロシュ首相は，選挙戦に関与す

るつもりはないとの意向を明らかにした。なお，これ

までのところ，チョロシュ首相は同党入党の意向を表

明していない。 

・２８日，ＤＮＡ（国家汚職対策局）は，ブラガ前Ｐ

ＮＬ共同党首を，収賄の罪で起訴した。 

 

【主な発言】 

・１日，民放ＴＶ局の番組に出演したドラグネアＰＳ

Ｄ（社民党。中道左派）党首は，ＰＳＤはＡＬＤＥ（自

由民主主義同盟。中道右派）との連立により議会過半

数を獲得できる見込みであり，ＵＤＭＲ（ハンガリー

人民主同盟。ハンガリー人民族政党）との連立は想定

していないとの立場を述べた。これに対し，タリチャ

ーヌＡＬＤＥ党首は，１２日，ブラショフで開かれた

記者会見において，議会総選挙後の同党とＵＤＭＲと

の連立の可能性を排除しない考えを示した。 

・６日，民放ＴＶ局の番組に出演したドラグネアＰＳ

Ｄ党首は，ＰＳＤが政権についたとしてもルーマニア
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外交の方向性は変わらないとの考えを述べた。 

・１７日，ダンＵＳＲ（ルーマニア救出同盟。反既存

政党勢力）党首は，訪問したアラドにおいて，ＵＳＲ

はあらゆる政党との連立を考えておらず，このことは

（ＵＳＲと同じく）チョロシュ首相支持を表明してい

ても同じであるとの立場を述べた。 

 

【主な政党の支持率】 

・１１月に入ってから公表された世論調査による主な

政党の支持率は次のとおり。 

 

ＰＳＤ： ３８－４０％ 

ＰＮＬ： １８－３１％ 

ＵＳＲ：  ７－１９％ 

ＡＬＤＥ：   ５－７％ 

ＰＭＰ：   ５－７％ 

ＵＤＭＲ：   ３－５％ 

ＰＲＵ：   ３－５％ 

 

  

【政党略称】ＰＭＰ：国民の運動党，ＰＲＵ：統一ル

ーマニア党 

 

外政 

■主な要人往来 

・５－６日，チョロシュ首相は，リガ（ラトビア）で

開催された第５回中欧・中国首脳会合（「１６＋１」）

に出席した（下記「中国関係」参照）。 

・９日，コマネスク外相は，ルーマニアを訪れたザー

リフ・イラン外相と会談し，両国の投資，運輸，エネ

ルギー，農業及び科学研究・教育分野における協力再

開について意見交換した。 

・１０日，チョロシュ首相は，ティミショアラ（ルー

マニア西部）でブチッチ・セルビア首相と会談し，ル

ーマニアとベオグラード（セルビア）を結ぶ高速道路

の建設を含む二国間経済協力等について意見交換した。 

・１４日，コマネスク外相及びモトク国防相は，フラ

ンスを訪問し，エロー仏外相及びル・ドリアン仏攻防

省との間で「２＋２」協議を行った。 

・１４日，コマネスク外相は，ブリュッセルで開催さ

れたＥＵ外務理事会に出席した。 

・１５-１６日，コマネスク外相は，ジュデー・ヨルダ

ン外相の招きによりヨルダンを訪問した。 

・１６-１８日，コマネスク外相は，イスラエルを訪問

し，テルアビブにおいてネタニヤフ・イスラエル首相

と会談した（１６日）。同会談では，二国間関係及び

中東和平プロセス再開の見通し等について意見交換が

行われた。 

・２２日，ローマ（イタリア）を訪問したコマネスク

外相は，ジェンティローに伊外相と会談し，二国間関

係及び欧州情勢について意見を交換したほか，ギャラ

ガー・バチカン外務長官と会談した。 

 

■中国関係 

・５－６日，チョロシュ首相は，リガ（ラトビア）で

開催された第５回中欧・中国首脳会合（「１６＋１」）

に出席したほか，同会合のマージンにおいて李克強中

国国務院総理と会談した。李総理との二国間会談では，

ルーマニア農産品（特に豚肉）の中国市場への輸出拡

大，観光促進，ロヴィナリ火力発電所及びチェルナヴ

ォーダ原子力発電所での協力等について意見交換が行

われた。 

 

■米国関係 

・８日，クレム駐ルーマニア米国大使は，同日開催さ

れた社交の席における挨拶において，ルーマニアと米

国とのパートナーシップはかつてないほど強固なもの

であり，１１月８日の米大統領選挙及び１２月１１日

のルーマニア議会総選挙の結果如何に関わらず，両国

のパートナーシップがさらに発展することが重要であ

る旨述べた。 

・９日，大統領府は，ヨハニス大統領が，トランプ候

補の次期米大統領当選に祝意を伝える書簡を発出した

旨発表した。同書簡の中で，ヨハニス大統領は，米国

との戦略的パートナーシップ及び地域の安全保障にお

いてルーマニアが果たす役割の重要性に触れるととも

に，２０１７年には，ルーマニアは国防予算を対ＧＤ

Ｐ比２％にするというＮＡＴＯ加盟国の公約を果たす
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など，ＮＡＴＯの集団安全保障に貢献していることを

強調した。 

 

■モルドバ関係 

・１４日，大統領府は，１３日に行われたモルドバ・

大統領選挙においてモルドバ社会党党首のドドン候補

が勝利したことを受けてのヨハニス大統領の談話を発

表した。同談話の中で，ヨハニス大統領は，新たなモ

ルドバ大統領は，叡智と穏やかさをもって職務を遂行

すべきであるとの考えを述べるとともに，ルーマニア

がモルドバの欧州統合路線を支持することをあらため

て確認した。 

・２５日，ドドン・モルドバ次期大統領は，ルーマニ

ア国営放送のインタビューに答え，ルーマニアはモル

ドバとの統一というアイディアを放棄すべきであり，

両国間で現在の国境を承認する協定が締結されるべき

であるとの考えを述べた。 

 

■ロシア関係 

・１６日，ミクラ外務次官（政策分析・議会関係担当）

は，ルーマニアを訪れたシュヴィトコイ露国際文化協

力担当大統領特別代表と会談した。 

 

■軍事・安全保障関係 

・７-８日，ブカレストにおいて，Ｂ９諸国（ブルガリ

ア，チェコ，エストニア，ラトビア，リトアニア，ポ

ーランド，スロバキア，ハンガリー及びルーマニア）

外相会合が開催され，ＮＡＴＯワルシャワ首脳会合に

おける決定事項を実施に移すための方策について意見

交換された。同会合にはゴッテモラーＮＡＴＯ事務次

長も参加した。 

・１４日，国防省は，チューカ統合参謀長が，１５～

１８日の間，中国を訪問し，房中国人民解放軍総参謀

長との間で，外国語学習，平和維持活動準備における

協力，合同山岳演習，特殊作戦部隊間における協力，

海軍士官候補生に対する訓練等について意見交換する

旨発表した。 

 

 

経済 

■マクロ経済 

（特に記載のない限り，対前年比又は前年同期比，季

節調整後，出典は国家統計局ＩＮＳ） 

 

【９月分統計】 

（１）鉱工業 

 ８月 ９月 

工業生産高  ５．３％ ３．３％ 

工業売上高(名目)  ９．３％ ４．２％ 

工業製品物価指数 ▲１．９％ ▲１．５％ 

新規工業受注高(名目)  １７％ １５．１％ 

工業生産高及び新規工業受注高（名目）が若干減速。

工業売上高（名目）が減速。 

 

（２）販売 

 ８月 ９月 

小売業売上高 

(自動車・バイクを除く)  
１３．３％ ９．７％ 

自動車・バイク売上高 １９．９％ ２２．５％ 

小売業売上高 

（ユーロスタット） 

ユーロ圏 

０．６％ 

EU２８か国 

２．１％ 

 

ユーロ圏 

１．１％ 

EU２８か国 

２．２％ 

 

小売業売上高(自動車・バイクを除く)は減速。自動車・

バイク売上高は加速。 

 なお，9 月の小売業売上高（ユーロスタット）対前

年同月比では，ルクセンブルク（＋１５．２％）が最

も増加し，次いでルーマニア（＋９．７％）及びポー

ランド(＋８．６％)。 

 

（３）その他 

建設工事 ８月 ９月 

▲１．２％ ２．０％ 

 

（４）輸出入 

輸

出 

８月 ９月 

€４４億４，６９０万 €５２億４，１２０万 
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（１３．４％） (６．７％) 

RON１９８億４，７９０万 

（１４．５％） 

RON２３３億３，８５０万 

（７．３％） 

輸

入 

€５４億６，３００万 

（１４．４％） 

€６０億２，８００万 

（６．５％） 

RON２４３億８,３７０万 

（１５．５％） 

RON２６８億４,２１０万 

（７．２％） 

  

【１月～９月分統計】 

（１） 鉱工業 

 ８月 ９月 

工業生産高  １．１％ １．４％ 

工業売上高(名目)  ３．９％ ３．９％ 

新規工業受注高(名目)  ６．９％ ７．９％ 

 

（２）販売 

 ８月 ９月 

小売業売上高 

(自動車・バイクを除く)  
１５．９％ １５．５％ 

自動車・バイク売上高 １６．７％ １７．６％ 

 

（３）その他 

建設工事  ８月 ９月 

３．５％ ３．４％ 

 

（４）輸出入 

輸

出 

８月 ９月 

€３７４億３，９４０万 

（４．０％） 

€４２６億７，７８０万 

（４．３％） 

RON１,６８１億２，９１０万 

（５．０％） 

RON１,９１４億５，４９０万 

（５．３％） 

輸

入 

€４３５億７,３２０万 

（６．８％） 

€４９６億１,１２０万 

（６．８％） 

RON１,９５６億３,８８０万 

(７．９％) 

RON２,２２５億２,５６０万 

(７．８％) 

貿

易

▲€６１億３,３８０万 

（▲€１３億３,８２０万） 

▲€６９億３,３４０万 

（▲€１３億９, ２８０万） 

収

支 

▲RON２７５億９７０万 

（▲RON６２億３,０４０万） 

▲RON３１０億７,０７０万 

（▲RON６４億９,５９０万） 

 

 【１０月分統計】 

・消費者物価指数  

 ９月 １０月 

全体 ▲０．５７％ ▲０．４３％ 

食料品価格 ０．４６％ ０．４９％ 

非食料品価格 ▲１．０６％ ▲０．８％ 

サービス価格 ▲１．１７％ ▲１．１１％ 

消費者物価指数 

（ユーロスタット） 

ユーロ圏 

０．４％ 

EU２８か国 

０．４％ 

ユーロ圏 

０．５％ 

EU２８か国 

０．５％ 

  なお，１０月の消費者物価指数（ユーロスタット）

対前年同月比では，ブルガリア及びキプロス（▲１．

０％）が最も低く，次いでアイルランド(▲０．４％)。

ベルギー（１．９％）が最も高く，次いでオーストリ

ア（１．４％）。 

 

【その他統計】 

・７日，ＩＮＳはルーマニアの２０１６年第３四半期

のＧＤＰ成長率（推定値）を対前年同期比４．４％（季

節調整前），及び４．６％（季節調整後），また対前期

比では０．６％（季節調整前）としそれぞれ据え置い

た。２０１６年１～９月のＧＤＰ成長率は４．９％(季

節調整前)，４．８％(季節調整後)で据え置かれた。 (Ｉ

ＮＳ) 

 

■ＩＭＦ，国際機関関係  

・３日，欧州復興開発銀行（ＥＢＲＤ）は，２０１６

年通年のルーマニアのＧＤＰ成長率を４．０％から４．

８％に上方修正した。また，２０１７年の経済成長率

を３．５％から３．７％に上方修正した。（４日付ＺＦ） 

・９日，ＩＭＦルーマニア・ブルガリア事務所長Ｈａ

ｊｄｅｎｂｅｒｇ氏の声明：２０１７年１月から公務

員給与の追加上昇を認めると来年の財政赤字が対ＧＤ

Ｐ比で３．０％を超えるに違いない。(９日付ＡＧ) 
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■産業界の動向 

・１日，不動産登記庁のデータによると１～９月に不

動産市場での取引数は７０万に届き，前年同期比で５

万６，０００増加した。(４日付ＺＦ) 

・２日，フランス自動車製造者委員会（ＣＣＦＡ）に

よると，１０月におけるフランスでのダチア新規登録

台数は７，６０３台になり，対前年同月比で＋３．７％

増加した。フランスの自動車市場全体は－４．０％減

少した。１月～１０月にかけては、ダチア新規登録台

数は９万２，７２７台になり，対前年同期比で＋１３．

１％増加した。フランスの自動車市場全体は＋４．７％

増加した。（ＣＣＦＡ） 

・１０日，ルーマニア運転免許証・自動車登録局（Ｄ 

ＲＰＣＩＶ）によると，１月～１０月にかけて，新車

登録台数が７万５，９４３台に達し，対前年同期比で

約１８％増加した。(１０日付ＡＧ) 

・１７日，欧州自動車工業協会（ＡＣＥＡ）によると，

１０月におけるヨーロッパでのダチア自動車新規登録

台数は２万８，７９８台となり，対前年同月比で－２．

１減少した。１～１０月にかけては３４万５，５０４

台となり，対前年同期比で１０．２％増加した。(ＡＣ

ＥＡ) 

・１７日，ルーマニア自動車生産者輸入業者協会(ＡＰ

ＩＡ)によると，１～１０月の車両販売台数は１１万４，

９６０台で，対前年同期比で１７．５％増加した。１

月～１０月のメーカー別自動車販売は１位がダチア

(２８，８３７台，市場シェア：３０．９％)で，次い

でVolkswagen(９，８８４台、市場シェア：１０．６％)，

Skoda(８，４８１台、市場シェア：９．１％)。(ＡＰ

ＩＡ) 

 

■公共政策 

・７日，２０１７年１月から保険・教育セクターでの

給与の上昇を認める緊急政令（２０１６年第２０号）

が議会で承認された。（８日付ＺＦ） 

・ブルガリア首相は，ルーマニア・ブルガリア天然ガ

スガスインターコネクタが２０１６年１１月１１日に

操作可能になると発表した。（８日付ＺＦ） 

・２３日，ヨハニス大統領は官民パートナーシップ（Ｐ

ＰＰ）法案(public-private partnership law)に署名

し，同法が２５日官報告示された。（２３日付ＡＧ） 

・２３日，政府は，第二回予算修正案を承認した。財

政赤字目標はＧＤＰ比２．８％（キャッシュ方式），２．

９５％（ＥＳＡ方式）で不変。(２３日付ＡＧ) 

・欧州基金省は，１０月末の２００７年から２０１３

年欧州基金執行率を８８．５９％と発表。１月末は６

３．４７％，７月末の７６．６９％，８月末の８０．

２３％，９月末の８６．７４％から上昇。(欧州基金省) 

 

■財政政策 

・２５日，公共財務省は，１０月末のルーマニアの財

政収支は約１２億５，６８０万レイ（約２億８，００

０万ユーロ），対ＧＤＰ比で０．１７％の赤字であった

と発表。前年同月末の財政収支は約９０億４，０７０

万レイ（約２０億９００万ユーロ），対ＧＤＰ比で１．

２８％の黒字であった。(公共財務省) 

 

■金融等 

・１日，１０月末の外貨準備高は３４３億４，７００

万ユーロ（９月末の３３２億９，９００万ユーロから

増加），金準備高は１０３．７トンで不変。(ＢＮＲ) 

・４日，ルーマニア中央銀行は、政策金利を年率１．

７５％で据え置くことを決定した。(ＢＮＲ） 

・１４日，９月末の経常収支等について次のとおり発

表。 

(1) 経常収支は２６億６，１００万ユーロの赤字。な

お，前年同期には１０億９，９００万ユーロの赤字で

あった。 

(2) 外国直接投資 (ＦＤＩ) は，３１億４，３００万

ユーロ。なお前年同期は２５億１，４００万ユーロ。 

(3) 中長期対外債務は，２０１５年末から０．５％減

少し，７０１億７，２００万ユーロ (対外債務全体の

７７．４％) 。 

(4) 短期対外債務は，２０１５年末から３．２％増加

して，２０５億５００万ユーロ (対外債務全体の２２．

６％) 。(ＢＮＲ) 
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■労働・年金問題等 

・３日，ＩＬＯ基準による９月末の失業率は，８月末

の失業率と比べて０．１％ポイント低下し，５．９％

となった。(ＩＮＳ) 

・７日，９月の平均給与(グロス)は，２，８９８レイ(約

６４４ユーロ)で，対前月比で０．８％増加。平均給与

(手取り) は２，０９４レイ (約４６５ユーロ) で，対

前月比で１８レイ上昇。なお，平均給与(手取り)が最

も高かった業種は，天然ガス・石油精製業(５，７３７

レイ，約１，２７５ユーロ)で，反対に最も低かったの

は宿泊・飲食業(１，２６５レイ，約２８１ユーロ)。(Ｉ

ＮＳ) 

・８日，国家統計局（ＩＮＳ）のデータによると，今

年１～９月に公務員給与が平均で２４％増加した。（８

日付ＺＦ） 

・１０日，ＢＮＲは，四半期毎のインフレ報告書にて，

２０１６年末のインフレ率予測を，前回報告書での予

想－０．４％から不変とした。２０１７年末インフレ

率は前回の２．０％から２．１％に上方修正した。（Ｂ

ＮＲ） 

・１１日，国家雇用庁（ＡＮＯＦＭ）は，９月末の失 

業率が，８月末の失業率から０．０３％ポイント低下 

し，また，２０１５年９月末の失業率から０．１１％ 

ポイント低下して，４．７７％となったと発表。 (Ａ

ＮＯＦＭ) 

・２９日，ＩＬＯ基準による１０月末の失業率は５．

８となった。(ＩＮＳ) 

 

■格付（２０１６年１２月９日付） 

Fitch 外貨建長期(国債) ＢＢＢ－ (安定的） 

    自国通貨建長期  ＢＢＢ  (安定的) 

 

Ｓ＆Ｐ 外貨建長期    ＢＢＢ－（安定的） 

自国通貨建長期  ＢＢＢ－（安定的） 

 

ＪＣＲ 外貨建長期    ＢＢＢ  (安定的） 

自国通貨建長期  ＢＢＢ+ （安定的） 

（内はアウトルック） 

 

我が国との関係 

・１日，和食／日本酒紹介イベントを皮切りに，「日

本文化紹介月間」が始まった。期間中、グラフィック

展（８-２７日，クルージュ），ＩＫＥＭＥＮ和楽器ワ

ークショップ＆コンサート（９，１０日，ブカレスト），

江戸浮世絵展（１５-１７日，ブカレスト），日本映画

祭（１７－２０，ティミショアラ，２５-２７日，ブカ

レスト）、カラオケコンクール（２６日、ブカレスト）

が開催された。 

 


